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5歳 児 の 問 題 行 動

- 縦 断 的 研 究 か ら-

Ⅰ.は じめ に

子どものもつ健康上の問題は子ども自身の疾病に由

来するものから,養育者の養育行動にかかわるものま

で多岐にわたっている｡しかし,これらの問題の解決

にあたっては発達的観点から把握することが基本的に

重要であり,著者らは昭和46年度に都内一定地域に出

生した子どもとその養育者を対象に追跡的調査を実施

してきている｡すでに得られた結果については1歳児

1㌧ 2歳児2), 3歳児3)をもつ母親のニード,および

幼児の運動発達と発達スクリーニング4)と題してその

都度報告してきた｡これらの結果から幼児期の行動上

の問題やいわゆる癖の出現率は子どもの年齢や性のみ

ならず,出生順位にも関係することが3歳,4歳時の

調査3,4), で明らかになっているo このような子ども

時代のいわゆる問題行動の発現には遺伝的要因を重視

する立場からの報告5)もあるが,時代,地域,文化な

ど子どもの住む環境要因も考慮しながら縦断的研究を

行った実証的資料が少ないのが現状である｡

本調査の目的は①5歳に達した子どものいわゆる問

題行動の発現を調べ,②それらの出現に関与すると考

えられる年齢,性のみならず同胞との関係を検討し,

保健指導,相談に資することを目的としている｡

Ⅱ.調 査 対 象
調査対象は東京都足立区K保健相談所管内にて昭和

46年5月から12月の間に出生した子どもをもつ母親全

数であるが,相談所で実施された溝1歳児健診を訪

れ,その後著者らが追跡調査を継続し3歳児健診を受

診した505人である｡対象者の居住地区は都営住宅団
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地の多い新興住宅地である｡核家族が約80%を占め,

一家族当たりの子ども数は2.1人であり,都市生活者

の特徴を有している｡

Ⅲ.調 査 方 法

方法は質問紙調査法であり.対象児が満5歳0カ月

～1カ月に達した時に質問紙を郵送し回収した｡回収

された資料の分析にさいしては,記入不備のため無効

となった15人を除外し,312人を対象としたが,発達

遅滞 ･身体的異常のある障害児8人をS群として設定

し,健常児294人N群とは別に検討した｡

質問紙の内容は,①おもなる既往疾患と現症および

心配,相談事項,②5歳時の発達評価項目,③子ども

の行動上の問題や癖に関する項目,④家族構成や対象

者の属性に関する事項である｡

また,同一対象者の3歳児健診時の資料を参照して

5歳時と比較検討した｡

Ⅳ.結 果

1.7ンケートの回収率,社会的背景

質問紙の回収率は62.8%(505人中317人)であった｡

37.2%の者は3歳から5歳にかけて転居,その他の理

由により回収できなかった (表1参照)｡

表2は今回の分析対象となった健常児294人から双

生児1組を除外した292人の両親について,その社会

的背景を示す1つの資料となる学歴を示している｡両

親ともに義務教育卒が約4割,高校卒が 5割であっ

た ｡

2.5歳児の問題行動

母親の記載による満5歳児の行動上の問題および癖
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袈1 満5歳時アソケ～ト回収状況

分 類 9三 数 %

回収 育効 健 常 児 294 58.2

障 害 児 8 1.6

無 効 ユ5 3.0

乾 店..その他 188 37.2

表2 両 親 の 学 歴

分 頬 父 母

義挙教育卒 115 39.4 129 44..2

高 校 卒 137 46.9 146 50.0

短 大 卒 0 0.0 7 2.4

大 学 卒 29 9.9 2 0.7

その他不明 ll 3.8 8 2.7

するの種類 と出現率は蓑3に示す ごとくであった｡最

表3 満5歳時の問題行動
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Jli.位 羽 呂 女 体 ジl児 女 児

1夜 筋 ,18.7% 18.6% ユ8.8%

在 民 *** ユ5.6 22.i 8.0

3偏 食 9.5 8.3 10.9

4 ■■ 9.28.8S.88.27.8 ユ3.57.18.310.910.9 4.310.99,45.14.3

5

6 爪 か み

7ぜ ん そ く

8 チック梯しぐさ*

9 焦がでやすい.吐きやすいなど 4.8 5.1 4.3

10人みしり強い 4.4 3.8 5.1

llひ きつ け 4.4 5.1 3.6

12 4.1 3.8 4.3

ユ3ひどいかんしゃく 3.1 3.8 2.2

i 性書芸さわり 3.1 4.5 1.4

ユ5ど も ろ I.7 0.6 2.9

総放294人 世･韮あり*P<.05

yT,児 156入 **P<.01
も頻度の高いものは, 女児 138人 書H P<･001

いわゆる夜驚,第 2は夜尿.第 3は偏食であった｡

夜尿,毛布,タオルなどをはなさない,チ ック様 し

表4 年 齢 に よ る 問 題 行 動 の 変 化

順 位 3歳 505人中 4歳 406人中 5歳 294人中

1 %夜 尿 32.1 %夜 尿 20.9 警官崇 聖賢三だし18発

2 警芝i,議 警慧諾 30.7 琵 琶禁 碧諾 20.7 夜 尿 15.6

3 毛布 .タオル 1R.4などに執茄 イ応 食 ユ7.7 偏 食 9.5

4 拍しゃぶり 15.5 指しやぶ り 14.0 毛布 .タオル 9.2などに執茄

5 琵苧姦基琶鍔 ま9.6 悪気 '=孟宗ル 13.8 指しやぶ り 8.8

6 性器にさわる 9.4 チック様しぐさ 8,6 爪 か み 8.8

7 孟宗ヒ品琵まい 7.4 爪 か み 8.4 ぜんそくをおこす 8.2

8 ひきつけ 6.3 性2.ufにさわる 8.1 チック様-しぐさ 7.8

9 ぜんそくをおこす 6.2 会宗旨品莞去い 6.4 琵豊艶 笠を票す 4.8
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ぐさの3項目には性差が認められ,いずれも女児に比

べて男児に有意に多く認められた｡

3.3歳児と5歳児との比較

いわゆる問題行動の上位10額目について同一被験児

の3歳時と5歳時とを比較して年齢による変化を横断

的に検討した結果は表4のごとくであった｡す なわ

ち,夜尿と夜中に突然泣きだしたり起きあがる行動は

ともに3歳時と5歳時に1位ないし2位を占めていた

が,毛布,タオルなどに執着する行動は3歳時の3位

から5歳時に4位にさがり,減少の傾向を示 してい

た｡

一方,これら上位3つの項目について3歳から5歳

までの変化を縦断的に (個人ごとに)検討した結果,

3歳時夜尿のある95人のうち5歳時にもなお夜尿ある

者は36人,37.9%であった｡言いかえれば,約6割の

者は夜尿を消失していた｡同様に3歳時に夜中に突然

泣きだしたり起きあがる85人のうち5歳時にもこの行

動のある者は38人44.7%であり, 3歳時に毛布,タオ

ルなどに執着する47人のうち5歳時にも同じ癖のある

卦 羊21人44.7%であった｡一万,5歳児に夜尿ある老

44人 (3歳時不明の2人を除く)のうち8人18.2%は

3歳時に夜尿がなく,5歳時に発生していた.

4.いわゆる閉居行動と同胞致および同胞との年齢

差

表5は対象児を同胞数と性別によって分類した結果

を示している｡ 1人っ子は全体の8.6%,同胞1人の

者は62.3%,2人以上の者は28.11%であった江)Oまた,

表5 対象児の同胞数と性別

高遠薮ぷ竺禦 全 体 FJ 児 女 児

0(-八つ子) 25 8.6 9 5.3 16 11.8

1 人 182 62.3 99 63.5 83 61.0

2人以上 82 28.1 45 28,8 37 27.2

不 明 3 1.0 3 1.9- 00
江)rL･川日数は対象児を含まないきょう
1='い款であらわす

表6は対象児を出生J旧位によって分探した結果を示し

ている｡長子は全体の33.9%,中間は12.3%,末子は

44.2%であったム

まず,出生順位に関係なく同胞数によっていわゆる

問題行動の出現率に差が奉るか否かを検討したOその

結果は表7に示すごとく,夜尿の1項目にのみ有意差

注)同胞数は対象児を含まないきょうだい数であらわ

すQ 以下同様である9
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夷6 対象児の出生順位

占表在､華禦~全 体 男 yi 女 児

長 子 99 33,9 54 34.6 45 33.1

中 開 36 12.3 19 12.2 17 12.5

末 子 129 44.2 71 45.5 58 42.6

一人っ子 25 8,6 9 5.8 16 11.8

不 明 3 1.0 3 1.9 00

蓑7 同胞数からみた問題行動

尽 日 同胞なし一 子 同胞1人 同胞2人i+I- J計 it1)
t人つ )･25人 182人 I_82人 289人

改 野 24.0 19.8 15.9 19.0

在 民 * 4.0 ユ3.7 24.4 15.9

偏 食 ･ユ6.0 9.3 8.5 9.7

毛8.タオルなどはなきない ユ6.0 9.3 7.3 9.3

緒しゃぶり 8.0 6.6 ユ4ー6 9.0

爪 か み 8.08.04.00.08.0 9.37.78.24.44.4 7.39.88.57.32,4 8.78.38.04_84.2

ぜ ん そ く

チック樵しぐさ

負かでや†い.吐きやすいなど

人みしり払い

ひ きつ け 0.0 .3.8 6.1 4,2

0.0 3.33.32.7 5.7 3.1

ひどいかんしゃく 0.0 i.2 2.4

4.0 3.7 3.1

ど も ろ 0.00.0 3.30._5 0,01.2 2.10.7
*同胞2人以上>一人っr P<005

拭1日_n_し双生児1組と剛 包歎不明者3人 計5人を除く2fS9人について検討

が認められた｡すなわち,満5歳時で夜尿のある者は

1人っ子で4.0%, 同胞1人の者で13.7%,同胞2人

以上の者で24.4%あり,同胞2人以上の者は1人っ子

に比較すると有意に夜尿の頻度が高か った (表7参

照)0

次に,これらの問題と同胞数のみならず,同胞間の

年齢差にも注E]して検討を試みた.まず,対象児を同

胞との年齢差を考慮して3群に分け,1人っ子の者を

Ⅰ群とし,年子の同胞のいる者をn群,その他をⅢ群

として設定した｡これらⅠおよびⅢ群と同胞数との関

係は表8に示すごとくであり,同胞数が2人群より3

人,4人以上の群に年子の同胞をもつ子どもが明らか

に多かった｡

さらに,これら3群の問で問題行動の上位16項目に

ついて比較した結果,問題ありとする者は全体として

皿群より廿群に多い傾向が認められたが,有意差はな

かった｡しかし,それぞれの項目ごとに3群の比較を
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表8 同胞数別によるTT7.げ,nl群の?.IrJ合

1朋払数1人 :1S2人
2人 :74人

3人以上 : 8人

衷9 同胞間の年齢差からみた問題行動

】冗 日 l l打 Jl 群 JIl 郡 計kt)2印人卜人つ刊 (年TL) (その他) .
25人 34人 230人

夜 滞 2Ll.0% ()/17.6ノ0 ユ8.7% 19.0%

夜 兄 事** 4.0 3只.2 13.9 ユ5.9

偏 允 ユ6.0 ll.8 8.7 9.7

16.08.0 1ノl_75.9】1.814.7ll.8ll.85.9 7,89.6 9.39.0

滑しゃぶり

爪かみ 8.08.04.00.08.0 8.37.47.84.33.5 8.78.38.04.84.3

ぜんそく

チック梯しぐさ

如fでやすい､吐きやすいなど

ひきつけ Q.0 0.02:90.05.92.9 5.2 4.2

0-.E) 3.5 3.1

ひどいかんしゃく 0.04.00.0 3,02.62.2 2.4:Ll2.1どもろ

***rr那>Ⅰ粁 p<.001
17即>1Il.肝 T-<.On上

すると,夜尿の出現率は T群4.0%,n粁38.2%,nI群
13.9%であり,tI粛軍は 1粁およびm郡より有意に高か
った (蓑9参照)｡

そこで,5歳時の夜尿と tt弟,妹の出生"との関係を

検討するために満3歳時の資料を参照して次のような

検討を行った｡すなわち,表10に示すごとく,満3歳

時に夜尿があり,5歳時にもなおおねしょのある者を

A群とし,一万 3歳時にはあったが5歳時には消失し

た者をB群,3歳時には夜尿がなかったが5歳時には

発現するようになった著をC群,3歳時と5歳時とも

に夜尿のない者をD群とし,満3歳から5歳の期間に

おける弟,妹の出生の有無に関してA,B,C,Dの各

群の間で比較した｡しかし,出生ありの者はA群13.9

%,B群18.6%,C群12.5%,D群17.1%であり, 4

群の間に差はみられなかった｡

表11はA,ち,C,D群を同胞数によって比較した

ぶ10 弟妹の出生と夜尿との関係
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群 な し 不 明 計

A 13.9 83.3 2.8 100

B 18.6 79.7 1.7 100

C 12,5 87_5 0,0 100

D 17.1 79.3 3.6 100

総数267人(但し､3歳時資料で不明の者25人を除外した数)
A群:36人(3歳にも5歳にも夜尿あり)
B群:59人(3歳】に1あるが5歳に消失)
C粁:8人(3歳にないが5歳に夜尿あり)
D肝 :164人(3歳にも5歳にも夜尿なし)

表11 同胞数と夜尿との関係

群 同胞なし(1人っ子.)同胞1人 同鞄2人以上~* 不 明 汁
A 2.8 55.6 41.6 ･ 0.0 ユ00%

B 8.5 71.2 20.3 0.0 10Q%

_C 0ー0 62.5 37.5 ･.0.0 100%

ht三)総数267人(イLl.L､3歳時資料不明の者25人を愉外した数)
A群 36人*同胞2人以上 A群>B那pく05
B群 59人
C那: 8人
D抑 164人

結果を示している.同胞2人以上の者はB群よりA群

に有意に多く,また,D群よりA群に有意に多かった

が,A群とC群との間には有意差がなかった｡

5.1人当たりの間琵行動およびくせの出現頻度

末12は母親がみた5歳児の問題行動を子ども1人当

衷12 問題行動の数と同胞数 ･出生順位との関係 .

這 芯 謹 讐 讐 0 1 2 3 4 5 6 7 1｢
1人 ll 8 2 2 1 1 25

2人 長子 36 19 16 8.7 86
末子 46 22 15 6 5 1 1 96

長子 5 3 2 2 1 13

3人 中間 10 ll 6 3 1 31

末子 10 10 6 4 30

4人以上 諾 . 3 2 52 1 3

不 明 .2 1 3

汁 12241.87626.04916.8279.2144.8 20_7 10.3 10.3292へloo拓

たりの萌目数から検討した結果である.問題となる行

動やくせが全くない者は全体の約40%あったが, 5つ

以上の問題行動をもつ者は292人中4人,1.4%あった｡

また,これらの1人当たりの項目数と同胞数および出

生順位との間には有意な関係が認められなかった｡

なお,3歳時に明らかな障害があると認められたS
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表13 5歳時の問題行動の有無

-3歳時に障害ある者について-

恥fgjJ3-I
朔 日 JltA!,叫

複 筋 ○ ○

在 民 ○

偏 食 ○

毛布､タか 1,などに軌殺 0

聴しゃぶlJ O NA

爪 か み ○

ぜ ん そ く

NAO

吐きやすい､熟でやすい

人みし7日曳く母からy.れない

ひ きつ け

ものの舶序にこf_'bる

ひどいかんしゃく

ど も ろ ○ ○

茨に無朗心 C)

T は A～･l住まひ N A は 和親がナネ ッ クしなかっ た 1Jlrl
Hは Down鬼三 J

Kは 原因不明の先天性疾患,発達巡洋

ら,TA,Xo,A,rlrは充招 ;哩滞

群について5歳時の1人当たりの問題行動の出現状況

は表13に示すごとくであった｡すなわち,障害があっ

ても母親のみた問題行動の観点からは2つの群に大別

されることが知られ.全くこれらの問題のない者と数

種類の問題行動をもつ老とであった｡

V.考 蕪

この調査における問題行動とは tt養育者が心配した

り,困ったりするような子どもの行動やくせ'のこと

を意味している｡これらのいわゆる問題行動を一過性

のものであると考えるか,あるいは,小児神経症の症

状として取り扱うかということに関しては議論のある

ところであり,最近では幼児期からの追跡的調査結果

の報告も散見されるようになったト7)0

一方,これらの問題行動には地域差もあることが知

られるようになり8㌧また,障害児の早期発見と教育的

支援の視点から検討されるようにもなっている2･8).

しかし,一般に,この種の調査の多くは横断的方法に

よるものであり,得られた結果が年齢的要因によるも

のか,年齢以外の対象児の属性によるものかの判断が

困難な資料も少なくなく,一方,縦断的方法では対象

が特殊な集団であったりすることが多い｡
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著者らは同一地域に出生した子どもを乳児期から追

跡してきており,これらの幼児が満5歳に達した時に

調査を実施し,次のことが明らかになった｡

1.いわゆる間宮行動の発現率

5歳時に最も頻度の高い問題行動は夜僚18.8%,節

2位は夜尿15.8%,第3位偏食9.6%であった｡これ

は著者ら7)が同一地域で昭和45年生まれの5歳児 932

人を対象として実施した時に得た調査結果と比べ,顔

度が類似しており,夜驚19.2%,夜尿は12.4%はほと

んど同じであった｡また,上位16項目の頻度に関して

も,偏食以外には大きな差は認められず,この地域の

5歳児の問題行動の特徴を示していると考えられた｡

夜祭や夜尿の頻度は米国カリフォルニアの5歳児の資

料91,夜尿の頻度はデソマークの6歳児の資料8)とほ

とんど額似しており,これらの問題行動の頻度は5-

6歳児の普遍的特徴を示唆しているようでもある.

しかし,偏食に関しては前回調査の5歳児には22.8

%,上位第2位であった結果と比べて頻度に差があっ

た｡これは全国的規模で実施された5-6歳児の乳幼

児健康度調査叫の中にある1調査項目である偏食の頻

度22.0%と比べても少なかった｡偏食の頻度に差がみ

られた理由はアソケー トを記入した母親自身が偏食を

どのように捉えているかによると考えられるが,今後

はアンケートの質問の設定の仕方も含めて検討を要す

ると考えられる｡

問題行動の中で性差の認められたのは夜風 毛布,

タオルなどをはなさない,チック様のしぐさの3項目

であり,いずれも男児に出現頻度が高かった｡夜尿に

関しては W.C.Op〆111)が5歳児の81%がしくじら
なくなり,女児のほうが男児に比べて若干早い債向に

あるという報告と一致する｡他の2項目については同

様な5歳児の調査結果がなく今後の検討を待たなけれ

ばならない｡

2.問題行動の推移と同胞との関係

I.W.Macfarlaneら9)およびC.W.Valentine12)は
健常な子どもにも発達に伴う一過性の問題行動があ

り,それらの種寮や頻度は年齢によって増減Lたり,

あるいは年齢によってあまり変化のないものがあるこ

とを指摘してい る｡ 3歳から5歳にかけて夜尿,夜

鷲,毛布,タオルなどに執着する行動は10-30%の子

どもにあって上位を占めていたが,これらの項目の頻

度は年齢とともに著明に減少する傾向を示していた｡

しかし,個人ごとに詳細に推移を検討すると3歳時に

はなかった夜尿が5歳時には発生している者が17.4%

あり,この時期が種々の要囚によって問題行動を発生

する不安定な時期であることを示唆している｡
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検討した紡柴,夜尿のみに有意な関係が認められた｡

すなわち,同胞数3人以上の者は1人っ子より夜尿が

多く,また,同胞との年齢差を考慮すると年子の同胞

のある者は1人っ子群およびその他群よりも夜尿は有

意に多かった｡また,3歳時,5歳時ともに夜尿があ

る者,3歳時に夜尿があっても5歳時に消失している

者,3歳児になく5歳時に発生した者,3歳時,4歳

時ともに夜尿のない者について3歳から5歳の期間に

弟妹の出生の有無を4群で比較した結果,4群間に差

はなかった｡むしろ,3歳,5歳ともに夜尿のある群

には5歳で消失した群に比べて同胞2人以上の占める

割合が有意に多かった (p<.05)｡

これらの結果は満5歳時の問題行動のうち,同胞数

とその年齢差の観点から注目されるのは夜尿であるこ

と,そして, tt弟妹の出生が夜尿の要因となる''とい

う一般的な意見は満3歳以降の幼児に関しては必ずし

もあてはまらないこと,むしろ同胞数が多く,その年

齢が近すぎることと関係していることを示変 してい

る｡言いかえれば,排准習慣の形成には子ども自身の

遺伝的素因ll･14)もさることながら,養育者側のタイミ

ングのよい対応や細かい配慮が必要であり,同胞数が

多いことはこれらを妨げる条件の一つとなっていると

推測される｡

3.閉居行動と辞書児

母親の記入した問題行動は身体的障害や知的発達遅

滞のある子どもの診断とは必ずしも一致しなかった｡

これは障害があっても,親が受容して養育している場

合には問題行動とはならない憤向があるし,また,障

害の種叛や雇度にも関係するためと考えられる.しか

し,行動上の問題をひとりで重複してもつ事例 もあ

り,健常児と同じようにみえる行動上の問題やくせが

一過性ではなく,質的に異なった様相をおびてきてい

ることも推測された｡

同一対象児を追跡するとともに異なる地域の小児を

も対象にし,子ども時代のいわゆる問題行動の推移と

その意味を生活環境との関連の上で検討することは今

後に残された課題であるO

Ⅵ.ま と め

東京都のK保健相談所管内で昭和46年5月から12月

までに出生し,著者らが長期追跡的研究を実施してき

ている対象児が満5歳に達した時に調査を実施した｡

その結果,(95歳児に出現する行動上の問周やくせの

種類と頻度,(診年齢や性によって頻度の異なる問題行

動の種類,③同胞の数やその年齢差に関係する問題行
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動としての夜尿,④障害児の問題行動の特徴などが明

らかになり,今後の課題について論じた｡

(附記 :この謂寮に協力いただいた東京都足立区保

健相談所の磯貝の方々に感謝します｡また,この論文

の要旨は第23回日本母性衛生学会,京都,昭和57年10

月に発表しました)
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